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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR078 : STK524使用者の手引き(mega32M1,32C1)

1. 序説
STK524ｷｯﾄはSTK524基板、AVRCANAdapt、AVRLINAdaptで構成されています。

STK524基板はAtmelのSTK500開発基板用の上乗せ部です。それはATmega32C1、ATmega3 
2M1製品と将来の互換派生品を支援するために設計されています。

AVRCANAdaptはAtmel AT6660 CAN駆動器を特徴とするCAN網用のﾊｰﾄﾞｳｪｱ駆動部で、一
方AVRLINAdaptはAtmel AT6661 LIN駆動器を特徴とするLIN用ﾊｰﾄﾞｳｪｱ駆動部です。

STK524はATmega32C1とATmega32M1の新しい機能の完全な利用を許すｺﾈｸﾀとﾊｰﾄﾞｳｪｱを
含み、同時に挿入力0(ZIF)ｿｹｯﾄは試作用のTQFP32の容易な使用を許します。

この使用者の手引きは高度な使用者に対する完全な技術参考としてだけでなく、一般的な開
始前の手引きとしての働きもします。

この手引きでは語'AVR'が目的部品(ATmega32C1,ATmega32M1とその派生品)への参照とし
て使われることに注意してください。ATmega32C1とATmega32M1はこれらの系統での製品の1
つを参照するのにも使われます。

図1-1. STK500用STK524上乗せ基板とLIN及びCANのﾊﾞｽ応用部

AVRLINAdapt

AVRCANAdapt

STK524

2. 特徴
・ STK524は好評のSTK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ系統の新しい一員です。

・ ATmega32C1とATmega32M1を支援

・ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ橋渡しを使うCANｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ透過ﾎﾟｰﾄ内包

・ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ橋渡しを使うLINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ透過ﾎﾟｰﾄ内包

・ AVR Studio 4で支援

・ TQFP32外囲器用挿入力0ｿｹｯﾄ

・ 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

・ 直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

・ JTAGICEmkⅡまたはAVR Dragonｴﾐｭﾚｰﾀを使うﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用6ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀ

・ 実演応用用の可変抵抗器

・ 基板のｼﾙｸ印刷での全ｼﾞｬﾝﾊﾟに対する即時参照
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3. STK524上乗せ部の使用

3.1. STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄへのSTK524接続

STK524をSTK500の拡張ﾍｯﾀﾞ0と1に接続してください。図3-1.で示される
ように上乗せ部が正しい向きで接続されることが重要です。STK524上乗
せ基板に書かれたEXPAND0がSTK500基板の拡張ﾍｯﾀﾞ側に書かれた
EXPAND0と一致すべきです。

注: 不正な向きでのSTK524接続は基板を損傷するかもしれません。

図3-1. STK500基板へのSTK524接続

3.1.1. STK524でのATmega32C1とATmega32M1の配置

STK524はTQFP32外囲器用のZIFｿｹｯﾄを含んでいます。ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽが正しい向きで装着されるように注意を祓ってください。図
3-2.はZIFｿｹｯﾄに関する1番ﾋﾟﾝ位置を示します。

警告: AVRがSTK500基板に装着されるのと同時にSTK524で
ATmega32C1またはATmega32M1を装着しないでくださ
い。ﾃﾞﾊﾞｲｽは意図するように動くことはないでしょう。 

図3-2. ZIFｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝ

1番ﾋﾟﾝ
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3.2. AVRLINAdaptとAVRCANAdaptの説明

LINﾊﾞｽとCANﾊﾞｽはATmega32C1/M1で使うために電気的な駆動部が必要です。AVRCANAdaptとAVRLINAdaptの2つのﾊﾞｽ追加基
板がこの使用に対して提供されています。

3.2.1. AVRLINAdapt

図3-3. LINﾊﾞｽ追加基板

LINｱﾄﾞﾚｽ任意選択 LIN AVRﾎﾟｰﾄLIN網

LIN起動 LIN主装置(短絡時)

注: LINｱﾄﾞﾚｽ任意選択ｼﾞｬﾝﾊﾟが短絡の時に可変抵抗器を使ってLINｱﾄﾞﾚｽを定義することができます。 

3.2.2. AVRCANAdapt

もっと詳細な情報に関してはSTK501CAN拡張の使用者の手引きをご覧ください。

図3-4. CANﾊﾞｽ追加基板

CAN終端抵抗(短絡時)
分割電圧 昇降制御

CAN AVRﾎﾟｰﾄCAN網

3.3. STK524へのAVRLINAdaptとAVRCANAdaptの接続

LINﾊﾞｽとCANﾊﾞｽはｷｯﾄ内のAVRLINAdaptとAVRCANAdaptの追加基板を通してｱｸｾｽ可能で
す。これらはJ4またはJ5のどちらかへ接続されます。LINとCANのﾊﾞｽをｱｸｾｽするには図3-5.で
示されるようにそれらをJ4とJ5の両方に接続してください。 

J4とJ5は右表で言及されるように同じ定義を共用します。

表3-1. CANとLIN、J4,J5説明

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名

1 (未接続) 

2 (未接続) 

3 RxLIN

4 TxLIN

5 ISRC

6 TxCAN

7 RxCAN

8 NLSP

9 GND

10 VTG
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図3-5. STK524へのAVRLINAdaptとAVRCANAdaptの接続

LIN網 CAN網 LIN網CAN網

注: STK524でCANｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使う時に8MHzｸﾘｽﾀﾙを装着することが推奨されます。

4. AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
AVR(ATmega32C1,ATmega32M1)は直列SPIと高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの両方を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。本項はこれら2つの動作
の1つを首尾よく使うためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｹｰﾌﾞﾙ接続法を説明します。AVR StudioのSTK500ｿﾌﾄｳｪｱは他のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽと同じ方法で
使われます。 

注: ATmega32C1とATmega32M1は自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞも支援します。この話題のより多くの情報に関してはAVR109応用記述をご覧くだ
さい。 

4.1. 直列実装書き込み(ISP)

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってATmega32C1またはATmega32M1をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図4-1.で示されるようにSTK500のISP6PINｺﾈｸ
ﾀとSTK524基板のISPｺﾈｸﾀ間に6芯ｹｰﾌﾞﾙを接続してください。ﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studio 4のSTK500ｿﾌﾄｳｪｱで直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を
使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。 

STK500とSTK524のｼﾞｬﾝﾊﾟは以下の構成設定に従わなければなりません。
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表4-1. ATmega32C1/M1用実装書き込みｼﾞｬﾝﾊﾟ設定

STK500 STK524

ｼﾞｬﾝﾊﾟ名 処置 ｼﾞｬﾝﾊﾟ名 処置

VTARGET 装着 VTG 装着

AREF 任意

RESET 任意

XTAL1 装着

OSCSEL 1-2間に装着

BSEL2 任意

PJUMP 任意

図4-1. 直列実装書き込み

注: ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関してSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱを使う方法の情報に関してはSTK500使用者の手引きをご覧ください。

注: 実装書き込みを行う時にJ4またはJ5に接続されたAVRLINAdaptがないように注意してください。 

ISPとLINはMOSI_AとTXLINに関してPD3を、SCK_AとRXLINに関してPE2を共用します。MOSI_Aで受信されたﾃﾞｰﾀはTXLINで
出力されます。LIN規約に関してTXLINからのﾃﾞｰﾀを受信するRXLINは、そこでSCK_A線での衝突が起きます。

4.2. 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞするには、図4-2.で示されるようにSTK500でPR 
OGCTRLをPORTDへと、PROGDATAをPORTB
へ接続してください。TOSCｽｨｯﾁがXTAL位置に
置かれていることを確認してください。 

STK500とSTK524のｼﾞｬﾝﾊﾟは以下の構成設定に
従わなければなりません。

図4-2. 高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

表4-2. ATmega32C1/M1用高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定

STK500 STK524

ｼﾞｬﾝﾊﾟ名 処置 ｼﾞｬﾝﾊﾟ名 処置

VTARGET 装着 VTG 装着

AREF 任意

RESET 装着

XTAL1 装着

OSCSEL 1-2間に装着

BSEL2 装着

PJUMP 開放

今やﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR StudioのSTK500ｿﾌﾄｳｪｱで高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作でのSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱの使用法の情報に関してはSTK500使用者の手引きをご覧ください。

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作に関して、正しく機能するには目的対象電圧が4.5Vよりも高くなければなりません。
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4.3. JTAGICEmkⅡ接続

以下の資料をご覧ください。 

目的の"JTAGICEmkⅡ即時開始の手引き"は"AVR JTAGICEmkⅡ
での目的対象基板への接続"です。 

この記述はどの信号がISPに対して必要とされるかと、どの信号がﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞWIREに対して必要とされるかを説明します。 

図4-3.はSTK524基板でのJTAGICEmkⅡ探針接続法を示します。

ISPｺﾈｸﾀがATmega32C1/M1組み込みﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに
使われます。ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置は表4-3.で示され、これはAtmelから
利用可能なJTAGICEのﾋﾟﾝ配置と互換です。このｺﾈｸﾀへのJTAGI 
CEmkⅡ接続がATmega32C1/M1のﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを可能にしま
す。 

JTAGICEmkⅡとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞについてのより多くの情報はAtmel
のｳｪﾌﾞｻｲﾄ(www.atmel.com)で利用可能なAVR JTAGICEmkⅡ使用
者の手引きで得られます。 

注: 正しくJTAGICEmkⅡを動かすためにSTK500上のRESETｼﾞｬﾝ
ﾊﾟを取り去ってください。

図4-3. STK524へのJTAGICEmkⅡ接続

表4-3. STK524 ISP/dWｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

STK524ﾋﾟﾝ配置 目的ﾋﾟﾝ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色目的ﾋﾟﾝﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色

1MISO灰 2 VTG 紫

3SCK黒 4 MOSI 赤

5RESET緑 6 GND 茶

注: MISO、MOSI、SCK線は製品がﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作の時に接続を外すことができます。そしてこれらは応用の目的に対して使うことができ
ます。

4.4. STK524のｼﾞｬﾝﾊﾟ、LED、検査点

ｼﾞｬﾝﾊﾟ 機能 説明 

JP1 VTG VCCとAVCC電流測定に有用。

JP2 ANA REF STK500のAREF回路をAVR AREFへ接続します。

JP3 ISRC ISRCﾋﾟﾝで1kΩの抵抗を持つには短絡してください(注)。

JP4 POT_SUPPLY 可変抵抗器への電力供給を許可するため、常に短絡してください。

表4-4. STK524ｼﾞｬﾝﾊﾟ

JP5 POT JP5の2番ﾋﾟﾝはSTK500の信号ﾎﾟｰﾄかADC入力のどちらかへ接続するための可変抵抗器出力です。

JP6 TxD RxD STK500のRXDとTXD線へ接続するためのUART線です。図4-4. UART接続をご覧ください。

注: AVRLINAdaptのｱﾄﾞﾚｽ抵抗が選択されるなら、これを開放にしてください。3頁のAVRLINAdapt追加基板をご覧ください。

検査点 機能 説明 

T1 GND STK524基板の電気的GND

T2 AREF AVRのAREFﾋﾟﾝ

表4-5. STK524検査点
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4.5. UART接続

図4-4.で示されるように、STK524はATmega32C1/M1のUART Tx/Rx線をSTK50 
0のTx/Rx線への接続を可能とするRx/Tx 2ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを含みます。

図4-4. UART接続

4.6. 可変抵抗器

STK524は可変抵抗器を含みます。可変抵抗器を使うにはJP4を装着してJP5の2番線を可変抵抗器出
力として使ってください。 

可変抵抗器はAREFによって供給され、JP5の2番ﾋﾟﾝに電圧を配給します。この線はSTK500の何れか
のﾎﾟｰﾄ線またはADC入力へ接続することができます。

図4-5. 可変抵抗器

4.7. 追加機能

STK524はQFN32外囲器を評価するためのZIFｿｹｯﾄ用配線ﾊﾟﾀｰﾝを含みます。ｿｹｯﾄは装着されていませんが、ENPLASからの部品
番号:QFN32 bt-0.65-01-00を使って常駐させることができます。

5. 技術的仕様

ｼｽﾃﾑ部

物理寸法 56×119×27mm

重量 70g

動作条件

供給電圧 1.8～5.5V

温度 0～50℃

6. 技術支援
技術支援についてはavr@atmel.comにお問い合わせください。技術支援を要望する時に以下の情報を含めてください。

・ どの目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽが使われたか?(完全なﾃﾞﾊﾞｲｽ番号)

・ 目的電圧と速度

・ AVRのｸﾛｯｸ元とﾋｭｰｽﾞ設定

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ法(ISPまたは高電圧)

・ 基板で得られるAVRﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号

・ AVR Studioの版番号(これはAVR StudioのHelpﾒﾆｭｰで得られます。)

・ ﾊﾟｿｺﾝのｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑと版/構築番号

・ ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾟﾛｾｯｻ型式と速度

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの詳細説明



8 AVR078

7. 全回路図
以降の頁でSTK524改訂A, AVRLINAdapt, AVRCANAdapt/STK501CAN拡張の全回路図と組立図が示されます。

図7-1. 回路図 (1/2)
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AVR078

図7-2. 回路図 (2/2)
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10 AVR078

図7-3. ATAVRLINAdapt回路図
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AVR078

図7-4. ATAVRCANAdapt回路図
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